
《③―１》高専卒業者の国際通用性の向上
・「称号」を付与していることの見直し

※高専での学びが国際的にも適切に評価される
よう、高専本科卒業者に対して「称号」を付与し
ていることに伴う不都合に関する実態の把握等を
行った上で、法制的な検討を行い、「学位」の授
与も含め、見直しを検討

《③―２》高専卒業者の卒業証明等の国際通用性
の確保

・短期的方策として透明性や比較可能性を高める方
策の実施

《③―３》高専生の海外留学の促進
・インターンシップや留学等の海外派遣支援の充実

⇒ 高専生・卒業者が国際的に活躍し、我が国の発
展にも寄与できるよう環境整備

《①―１》公私立高専の新設促進
・成長分野転換基金を通じた新設支援
（～20億円支援）

・自治体等との丁寧な対話、相談対応

《①―２》高専教育の領域拡大
・農業、コンテンツ等の領域への拡大（現在は工学
系の基準のみが制定）

《①―３》学生の多様性確保
・工学系分野の女性など学生の多様性を確保し、多
様な視点・発想を取り入れた高い成果を生み出す
教育研究を実現

《①―４》高専志願者増に向けた取組
・中学生や保護者、中学校進路担当教員に対する
出前授業等の連携やSNS等の効果的取組の実施

・高専と大学・大学院との接続強化等による高専卒
業後の進路の魅力向上

⇒ 少子化傾向においても、高専学生数を増加

《②―１》国立高等専門学校機構運営費交付金等
の抜本的な拡充

・人件費・物価上昇と連動した運交金の在り方への
見直し

・個別分野等への対応
※戦略17分野、スタートアップ、SC・SSW等

・高専の施設・設備の整備充実による一層の高度
化 ・魅力化

《②―２》高専の設置目的の見直し
・産業構造変化等に対応し、高専の役割に「研究」
の追加を検討、学生の資質能力の更なる向上

《②―３》高専教員の確実な確保
・実務家教員等の確保に向けて、高等専門学校設
置基準の教員資格の明確化や実務実績をより適
確に評価できるような教員審査の見直し等の検討

・高専教員を養成する大学の取組への支援の検討

⇒ 高専教育の質を確実に担保・向上

 「高等専門学校機能強化パッケージ（仮称）」の方向性について
【背景・経緯】
 将来の社会・産業構造変化等を踏まえ、５年一貫で実践的・創造的技術者を育成する高専への社会的期待が大きく高まっている。
 一方で、急速な産業構造変化に対応・牽引する人材を育成・輩出し、社会経済の発展に寄与していくためには、昭和36年の制度創設以降続いてい

る高等専門学校の在り方を見直し、より一層高度化する必要。
 このような背景も踏まえ、我が国の更なる発展や、個々人の適性や関心に応じて学べる環境の一層の確保に向け、高専を大きく機能強化する。
⇒ 今後、高専の在り方について議論を行う有識者会議を文部科学省に設置し、以下の内容について議論を進めることとする。

【改革の方向性・内容】

柱①：高専の「量的拡大」 柱③：高専卒業者の「国際通用性確保」柱②：高専教育の「質的向上」

参考資料３
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機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点①

１．高専の「量的拡大」
《①―１》公私立高専の新設促進
 地域社会・産業で活躍する人材育成を目指した高専の新規設置の動きが全国で活発となっている。

少子化の進行においても高専学生の増加させるため、これらの取組を成長分野転換基金等により
積極的な支援するにあたり、その他必要な観点、方策は何か。

《①―２》高専教育の領域拡大
 現在、全国に設置されている高専は、全て工学分野の技術者養成を目的としており、設置基準上、

工学に関する学科以外の基準が定められていない。今後の社会・産業構造の変化や新規設置の
ニーズ等を踏まえて、工学以外の分野の拡大（例えば農業やコンテンツなどの分野）を検討するた
めに必要な観点は何か。

《①―３》学生の多様性の確保
 新たな価値創造や教育の質向上に資するよう、公正かつ妥当な方法により入学者の多様性を確保

するために必要な観点、方策は何か。

《①―４》高専志願者増に向けた取組
 少子化の進行や進路選択の多様化を踏まえ、全国の１５歳から積極的に選ばれる教育機関とな

るよう、高専の魅力を効果的に発信するために必要な観点、方策は何か。
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機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点②

２．高専の「質的向上」
《②―１》国立高等専門学校機構運営費交付金等の抜本的な拡充
 物価や人件費が高騰する中において、高専の機能強化を図っていくためには、運営費交付金予

算の抜本的な構造転換と拡充が必要となる。また、施設・設備の老朽改善整備や防災機能の強
化が喫緊の課題となっているところ、高専の機能強化と合わせて施設・設備環境を一層魅力的な
ものとしていくために必要な観点、方策は何か。

《②―２》高専の設置目的の見直し
 高等専門学校は、昭和36年に「中堅技術者を養成する専門職業教育機関」として制度創設された。

また、社会・産業構造等は急速に変化しており、教育面のみならず研究面においても高専の活動
実績とともにその役割が社会から強く求められている。このような状況を踏まえ、高専の設置目
的・意義をどのように考え、研究機能の強化を図っていくことが必要か。

《②―３》高専教員の確実な確保
 新規設置の動きの活発化していることから、今後は教員需要の更なる増加が見込まれる。一方で、

中高年層を中心とした年齢構造を背景に将来的な人材不足も懸念される。また、技術や産業構造
等が急速に変化し、最新の実務知識を教育に反映させることが求められている。このような状況を
踏まえ、実務家教員を含む優秀な人材確保を図るとともに、高専教員に求められる資質の明確化
や高専教員の養成の在り方を検討するために必要な観点、方策は何か。

32



機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点③

３．高専卒業者の「国際通用性確保」
《③―１》高専卒業者の国際通用性の向上
 高専の本科卒業生は、約４割が大学や専攻科に進学、約６割が就職し、希望者はほぼ全て進学

又は就職をしており、その資質・能力について社会からの期待や評価は高い。一方で、今日では
人や情報、資本のグローバル化が進展しており、高専本科卒業者に「準学士」の称号が付与され
る仕組み自体があっても、海外において十分に理解されず、支障が生じている。このため、高専本
科卒業生がより社会的にも国際的にも評価が得られるための仕組みについて学位の授与を含め
て検討するために必要な観点、方策は何か。

《③―２》高専卒業者の卒業証明等の国際通用性の確保
 上記の論点とあわせ、既存制度の枠内において実施可能な短期的な対応として、高専卒業者の

学修成果や学歴の位置づけが海外において適切に理解される必要がある。このため、卒業証明
書等の国際通用性の確保も含めて検討するために必要な観点、方策は何か。

《③―３》高専生の海外留学の促進
 グローバル化の進展を踏まえ、世界で活躍できる技術者の育成のため、高専生の海外派遣の推

進、外国人留学生の受入れの充実、海外教育機関と連携した国際交流プログラム及びＫＯＳＥＮ
の海外展開を促進するために必要な観点、方策は何か。
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高等専門学校の機能強化に関する中間整理 概要
高等専門学校の機能強化に関する検討会（令和８年８月28日）

〇 人口減少やデジタル技術・生成AI、GX、半導体分野の発展等を背景に、理工系・デジタル人材の不足が一層深刻化
〇 15歳からの一貫した専門教育により、実践力・課題解決力を備えた技術者を育成する高専への期待は極めて高い
〇 地域産業や地方創生を支える人材育成・研究拠点として、先端技術分野や国際化への対応を含めた高専機能の一層の

 強化が必要

高専の現状
●学科構成と分野展開
工学中心から情報・AI等を含む複合型へと拡大し、学科統合や分野横断型
教育が進展。多様化するニーズに対応する分野への展開の要請。
●学生・入学者の状況
少子化の進展においても入学定員は概ね充足されており、女子学生や留学
生の増加など学生の多様化が進展。
●卒業後の進路と社会的評価
卒業生の約６割が就職、約４割が進学。技術者としての自主・自律性、実

践力が産業界から評価を得ており、求人倍率は高い。また、近年はスタートアッ
プ創出など、活躍の場も拡大。
●教員を取り巻く状況
教員の平均年齢の上昇、若手教員の割合が低下する中、新設の動きが活
発化や、技術・産業構造等の急速な変化より、将来的な教員人材が不足。
●教育研究の状況
早期専門教育や実験・実習を重視した実践的教育を展開するとともに、社
会実装や地域課題解決につながる産学連携や共同研究等が活発化。
●国際化と海外展開
学生の海外派遣、留学生の受入れ及び日本型高専教育（KOSEN）の海
外展開を推進。グローバルに活躍できる技術者を育成。
●国立高専の財政基盤
近年の物価、人件費の高騰により教育研究基盤の維持、高度化に必要な
経費が増加。

高専の課題
工学以外の分野への展開も求められる一方、工学系以外の学科に関する
基準が整備されておらず、新たな分野に係る基準が必要。

教育成果や社会的評価を有する一方で、高専に関する情報に触れる機会
が限られていることから、特に高専との接点が少ない層への情報発信や認知
度向上が必要。

人材需要の高まりにより評価が向上する一方で、地元就職率は低い水準に
あり、地域で育成した人材の地元定着が必要。

 計画的な人材育成と知識・技能の継承に加え、多岐にわたる業務負担の
増、実務家教員も含めた多様な教員人材の確保が必要。

社会や産業界の変化に対応し、研究機能のさらなる高度化と高専の国際
的な認知度・評価のさらなる向上のため、位置付けの明確化が必要。

本科卒業生に付与される「準学士」の称号の位置付けが諸外国において十
分理解されないため、国際通用性が担保された形で適切に学修の成果が
評価される環境整備が必要。

教育研究の質の維持・機能強化、共創拠点整備、老朽改善整備、防災
機能強化のためのさらなる予算の充実が必要。

高専を取り巻く状況
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高専を取り巻く状況

「高等専門学校機能強化パッケージ」の方向性を踏まえ、高専の「量的拡大」、「質的向上」及び「国際通用性の確保」の
３つの柱の観点から機能強化に向けた取組を総合的に検討・実行していくことが必要。

柱②
高専教育の「質的向上」

②―１国立高等専門学校機構運営
費交付金等の抜本的な拡充

 物価や人件費が高騰する中において、高専の機
能強化を図っていくためには、運営費交付金や施
設整備費補助金の抜本的な構造転換と拡充が
必要。また、施設・設備環境を一層魅力的なも
のとしていくことが必要。

②―２高専の設置目的の見直し
 研究活動が実態として行われている現状や研究

機能のさらなる高度化、高専の国際的な認知
度等のさらなる向上の必要性を踏まえ、高専の
設置目的等に「研究」を位置付けるため、法制
的な観点も含めて検討を進めることが必要。

 高専の研究の特色や研究環境の整備、教員の
労働時間管理に留意。

②―３高専教員の確実な確保
 実務家教員の確保を含む優秀な人材の確保の

ため、実務経験や専門分野における業績等を有
する者の位置付けがより明らかとなるよう、高専教
員の資格の明確化等の検討が必要。

 高専と技術科学大等との連携等をさらに発展さ
せるための支援が必要。高専卒業生で高専教
員を志望する者の養成、実務経験を積んだ技術
者のリ・スキリング、高等学校の教員へのリカレント
教育等により、高専教員の人材確保・育成を推
進。

柱①
高専の「量的拡大」

①―１公私立高専の新設促進
 少子化傾向においても高専の学生数を増加させ

るため、成長分野転換基金を活用した支援を拡
充していくことが必要。

①―２高専教育の領域拡大
 工学分野を基礎としつつ、複数の分野を組み合わ

せた学科を設置している高専も存在していることや
養成したい具体的な人材像や産業・地域ニーズを
踏まえ、高専が担うべき役割を明確化した上で、
農業やコンテンツ等の新たな分野に必要な教育
環境等の具体的な基準の検討が必要。

①―３学生の多様性確保
 新たな価値創造や教育の質の向上のため、公正

かつ妥当な方法により、学力のみならず適性・資
質、興味・関心等を含めた多面的な評価を行い
教育内容との適合性を重視した入学者選抜の
実施や、安心して学び続けられる環境の整備を
推進。

①―４高専志願者増に向けた取組
 全国の15歳から積極的に選ばれるよう、高専教

育の特色や実現できる将来像を具体的に発信
し、早期からの理解促進とブランド力の向上を
推進。また、入学後の興味・関心の変化や進路
変更にも対応できる仕組みを検討。

③―１高専卒業者の国際通用性の
向上

 高専本科卒業者が、社会的にも国際的にも適
切な評価が得られるよう、高専本科卒業者に対
する学位授与を可能とする制度の整備のため、
法制的な観点も含め検討を進めることが必要。

 大学改革支援・学位授与機構を含めた学位授
与の主体のあり方、既卒者への対応、各高専に
よる現行の称号付与の取り扱い、国際的に理解
されやすい学位名称について検討。

③―２高専卒業者の卒業証明等の
国際通用性の確保

 既存制度の枠内において実施可能な対応として
日本の教育資格に関する情報発信の強化やデ
ジタル技術を活用した卒業証明書やディプロマ・
サプリメント等を検討し、高専の位置付けや日本
の教育資格枠組との対応関係等について、より一
層わかりやすい情報発信を推進。

③―３高専生の海外留学の促進
 海外インターンシップや留学、在籍管理や安全保

障貿易管理の徹底等を通じた留学生の受入れ
の推進による海外との接点を拡大する環境づくり
や日本型高専教育システム（KOSEN）の展開
を推進。

柱③
高専卒業者の「国際通用性確保」

高等専門学校の機能強化に向けた基本的な考え方
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